
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師85％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 B

・コロナ禍による様々な制限があり、学力向上対策評価シート
に示したマイプランの成果指標の達成（教師85％以上）には
やや届いていない。校内研修等により、厳しい現状を想定した
マイプランを作成し、取組の促進を図っていきたい。 B

・成果指標をコロナ禍に合わせて途中で柔軟に捉えて変更することを
可としたことで、８０％以上達成できた。出張等の校外勤務が減り、学
年での調整等の時間ができたことも理由として挙げられる。１２月の
４・５・６年生対象の佐賀県学習状況調査の結果は８教科中5教科で
県平均を上回っていた。本校以上に厳しい状況で学習している学校
の存在を考えると安易に安心はできないと考える。

Ａ
・コロナ禍が収束しても、研修・出張等の校外勤務を減らし、児
童の直接かかわる時間が十分に確保され、成果につながるこ
とを期待する。
・コロナ禍により捉え方を変えて、８０％以上を達成したことは
やむを得ない。

○読書活動の推進 ○読書量平均一人７０冊以上（低学年）、
　　　　　　　　　　　　６０冊以上（中学年）、
　　　　　　　　　　　　５０冊以上（高学年）

・図書委員会による図書館祭りや各学年のおす
すめの本を提示するなど児童への啓発活動を
進める。
・読書週間にファミリー読書を推奨し、読書の習
慣化を図る。

B

・１学期末時点で、低・中・高学年それぞれに、目標読書量のほぼ半
分に到達している。
・図書委員全員のあすすめの本を掲示し、啓発活動を行った。
・学校評価アンケートで、「読書好きの子どもになるように努力してい
る」と答えた保護者が、６０％に満たない値となったことから、読書週
間のファミリー読書に力を入れていきたい。

B

・低・中・高学年のそれぞれ１、２クラス以外は、貸し出し目標を超えている。特に、低学年で
は目標値を大きく超えている。コロナ対策で貸し出しに制限を加えている中で、昨年度より
貸し出し総数も伸びている。
・１１月に図書委員会で「図書祭り」を行い、児童への啓発活動を行った。同時期に、「ファミ
リー読書」で。保護者への啓発活動も行ったが、アンケートに「読書好きの子どもになるよう
に努力している」と答えた保護者は、昨年度比＋７％の５９％にとどまった。 B

・「努力している」と回答された保護者が具体的にどの
ような取り組みをされているのかをお知らせしてみては
いかがか。
・コロナ対策で貸し出し制限があるとはいえ、「読書好
きの子どもになるよう努力している。」について保護者
アンケートの回答比率が低く驚いた。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒７０％以上

・学級づくりや道徳科の授業づくりに関する校内
研修等を行う。
・友達のよさ見つけの実践を行う。
・友達を大切にする実践（「くん」や「さん」をつけ
て友達を大切にする等）を行う。

Ａ
・７月に実施した友達のよさのアンケート調査で肯定的に回答
した児童が９０％以上である。
・７月に実施した友達を大切にするアンケート調査で肯定的に
回答した児童が９０％以上である。
・若手教員等を対象に月１回の研修を実施。

Ａ

・学校評価アンケートの「友達のいいところを知っている」の項目で「あてはまる・だいたいあ
てはまる」と回答した児童は、９０％以上であった。年間を通して多くの児童が友達のよさに
目を向けることができたと考える。
・学校評価アンケートの「友達の名前に『くん』や『さん』をつけて呼んでいる」の項目では「あ
てはまる・だいたいあてはまる」と回答した児童は、９０％以上であった。友達に慣れると敬
称をつけなくなる児童もいるので、１年間を通して学年全体で取り組む必要がある。

Ａ
・人権教育の研究指定に向けて、研究内容の中
心になる取り組みだと思う。
・友達を作ることはとても大事なことなのでこのま
ま続けてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教員９
０％以上

・いじめの定義について研修を行い、どのような行為がいじめに当たるのか理解
を深める。
・毎月１０日の「鳥栖市いじめ・命を考える日」になかよしアンケートを行い、即日
確認するとともに、チームで迅速に対応する。
・毎週水曜日の「生徒指導打ち合わせ」において、生徒指導次項について情報交
換と情報の共有を行い、指導や支援の方法について全職員で共通理解を図る。 Ａ

・いじめの定義についての研修を夏季休業中に行い、いじめはどの学校でも起こり得ること
を職員で確認した。
・アンケートによるいじめの調査を毎月行い、1学期は243件のいじめにつながる事案を発見
し、その都度指導することができた。
・毎週行う生徒指導連絡会では、児童の問題行動について共通理解を図ることができた。 Ａ

・毎月１０日のなかよしアンケートでは、１２月までの集計で約４００件の事案（複数回答）を
発見することができた。それぞれに事案について記載された内容を確認し、いじめの早期発
見と適切な指導を行うことができた。また、学校評価アンケートの「学校はいじめを絶対に許
さない指導を子供たちに行っている」の項目で「あてはまる・だいたいあてはなる」と答えた
保護者の割合は約９０％であった。
・毎週１回生徒指導打合せを行い、児童の生活の様子について共通理解を図り、児童へ共
通した指導や支援を行うことができた。学校評価アンケート「いじめについて組織的な対応
をしている」の項目で「あてはまる・だいたいあてはまる」と答えた職員の割合は１００％で
あった。

Ａ

・全職員の共通理解が図られている成果だと思
う。
・いじめの問題については「これで終わり」というの
はなく、学校全体で取り組まれている様子は、本
当にご苦労様と言いたい。

◎自らの夢や目標に実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の実施

◎夢や目標の実現に向けて、努力する
気持ちがあると答える児童８０％以上

・児童が夢や目標をもつことができるような授業実践を行うと
ともに、実践についての情報を共有する。
・体験活動を行う際には、児童に見通しをもたせ、活動後に
は必ず振り返りを行い、自己の成長に気付く場を設定する。
・自分の成長に気付く場（振り返る場）を設定する。

B
・７月に実施した夢や目標に関する調査で肯
定的に回答した児童が９０％以上である。
・学期始めや行事等など、定期的に夢や目標
について考えたり振り返ったりしている。

Ａ

・学校評価アンケートで、「夢や目標にむかってがんばろうと思っている」について、「あては
まる・だいたいあてはまる」と回答した児童は９０％以上だった。
・児童にめあてをたせて生活をさせたり活動に取り組ませたりするとともに、振り返りの場を
設定し自分の成長や頑張りを実感できるようにしたことが自己有用感を高めることにつな
がったと考える。 Ａ

・児童本人のみでなく、家族の間でも、その子を取り巻く大人
たちの声掛けが増えたり、変わったりすることで育まれていくこ
とだろう。
・子供が夢や希望を持つことは当然であり、ことあるごとに考
えさせるのはよいことだと思う。

●健康・体つくり

❶「望ましい生活習慣の形成」
❷「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の
育成」
❸「安全に関する資質・能力の育成」

❶早寝早起きをしている児童９０％以上
を維持する
❷朝食の喫食率９０％以上を維持する
❸防犯ブザー所持率９０％以上を維持
する

・生活リズムアップ週間を実施し、学校・
家庭の両面から、早寝早起きと朝ごは
んを食べて登校する習慣を意識させる。
・防犯ブザー点検を各学級で行い、所持
する必要性について声掛けを行う。 Ａ

・早寝早起きをしていると答えた児童は８０％
であった。
・朝食を食べていると答えた児童は９７％で
あった。
・防犯ブザーの所持率は９３％であった。
・早寝早起きだけが目標に達成していない。さ
らなる取組や声掛けが必要である。

Ａ

・朝食を約９５％の児童が食べているとの回答
だった。今後も引き続き、食の大切さについて
学校・家庭の両面から働きかけていくことが大
切と思われる。
・防犯ブザーの所持率は９２％であった。
・早寝早起きは８１％達成で目標に届かな
かった。次年度のへの課題としたい。

Ａ

・早寝早起きができていないのは、早寝に課
題があると思われるので、細かく追跡していく
と要因が見つかるだろう。早寝とは何時までに
寝ることなのか、翌日の体調に影響がないよ
うに十分に睡眠をとることなどの定義もはっき
りさせておいた方がよいと思う。
・給食指導について１０月より児童の目線から
に変わったということで、良い結果が続くとあり
がたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務記録により勤務時間の意識化を図
る。
・定時退勤日を設定し確実に実行する。
・業務の精選を行う。

B
・毎月の業務記録を職員会議で提示することで、年度当初に
設定した退勤時刻を守れている。月間４５時間以上の職員
は、４月以外３０％にとどまっている。
・定時退勤日はいつもよりも早く退勤しているが、定時から３０
分～１時間遅れて退勤している。

Ａ
・時間外業務の時間は市内の学校と比較して、最も少なく、市
内小学校の平均と比較しても５時間ぐらい少ない。取組が浸
透しているといえる。
・定時退勤日は、いつもよりも早く退勤できているが、定時から
１時間遅れぐらいである。

Ａ
・市内の学校の手本となるよう、取り組みを広めて
ほしい。
・先生方にも心身ともにリフレッシュできる時間を
多くとってほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の
授業公開学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係る
情報を年間３回以上公開した学級率８０％
以上

・教科「日本語」の実践内容について、学年通信で学
期に１回紹介する。
・児童の取り組みや感想等を、学級通信等で学期に１
回以上伝える。 B

・「教科「日本語」の取り組みや感想等をおたより等で伝えている」と答
えた職員が７０％にとどまっているが、保護者の８０％は学校からの
おたより等で伝えられていると感じている。
・授業参観の中止で授業を公開する機会が少なく、教科「日本語」を
公開できたクラスはほとんどない。

B

・「教科「日本語」の授業を計画的に行い、その取り組みや感想等をおたよ等で伝えている」
と答えた職員、保護者が約７割程度ということで、保護者への啓発が不足していると考え
る。また、授業参観の中止で授業公開の機会がないのも原因と考えられる。
・児童に関しては、教科「日本語」を通して日本への愛着が高まっていることは、「教科「日本
語」を通して日本っていいなと思う」と感じる児童が９５％程度いるので、授業実践の意義を
感じられる。

Ａ
・継続して取り組んでほしい。

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性や意識が向
上した教員８０％以上

・障害理解や通常学級での特別支援に関する研修会
を行い、専門性の向上を図る。
・個別の教育支援計画や教育指導計画の１００％作成
と活用を図る。
・障害の特性に応じた交流、共同教育の推進を行う。

B
・本校コーディネーターや外部講師を招聘しての研修会を３回実施し
た。
・個別の教育支援計画や指導計画は９５％作成が完了。計画に基づ
く合理的配慮の提供が実施できるように打合せや準備を進めてい
る。
・教科でなく内容により交流共同教育の参加を交流学級と連絡連携

A
・学校全体で障害がある児童への個別の配慮や対応を実践すること
ができている。障害理解の推進が更に深まっている。
・特別支援学級の児童への指導体制がより個別に対応できるように
なり、柔軟に対応できるような体制をとって指導や支援を実践できて
いる。

Ａ
・特別支援学級が１学級増となっても、今までの取組を
継続発展させられると思うので、保護者は安心できる
と思う。
・当該学級児童への指導体制がよくできていると思う。

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価をもとに、取組をさらに推進させるで、目標を達成することができたり、目標に近づいたりすることができた。来年度も振り返りを生かして取り組んでいきたい。
・無理なく進めることでコミュニティー・スクールとしての取組が軌道に乗っている。学校運営協議会とともにどのように発展させていくか熟議していきたい。
・各項目での目標や取組の浸透がさらに図られる必要があると感じられた。学校評価の目標を意識させるための取組も考えていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本年度からコミュニティ・スクールとなり、学校の教育目標を達成するために、保護者や地域の力も借りることができ、大変心強かった。今後、更に効果的な取組となるよう連携の輪を広げていきたい。
・新型コロナウイルス感染症の予防のため、活動が制限されたり、中止せざるを得ないようなことがあり、なかなか当初の計画どおりに取組を進められない部分があった。目標達成が困難な場合の柔軟な軌道修正の必要性と、修正した目標に対する具体的な取組の必要性が重要であると感じた。
・次年度は、本年度達成できなかった項目や課題に対して、少しでも改善できるよう具体的な対策を立てていく必要がある。

２　学校教育目標 豊かな心を持ち、個性に富み、たくましく生きる児童の育成

３　本年度の重点目標

①子どもの心を鍛える。
②子どもの学びを鍛える。
③子どもの体を鍛える。
④教師力を磨く。
⑤共に育てる。

学校名 鳥栖市立鳥栖北小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価


